
 9月の星空を見よう

☆月食
げっしょく

を見る 

９月８日の午前３時頃、待ちに待った皆既
か い き

月食（月の全面
ぜんめん

が地球の影の中に入ってし

ます現象）が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前に見られた皆既月食（撮影：田中千秋） 

今回の月食では深夜
し ん や

を過ぎて夜が明け

るころまでの現象となりますから全経過を

見るには徹夜
て つ や

も覚悟して観察に徹すること

になります。 

しかし、皆既月食の全経過でなく、様子を

部分的に（ちょっとだけ起きて）観察するの

であれば、午前３時頃に西南西の空の中に

赤銅
しゃくどう

色
いろ

に輝く日常
にちじょう

の満月とは異なる皆既

月食の満月を楽しむといいでしょう。 

対象が月ですから大きく見えますし、望

遠鏡や双眼鏡を使わなくても観察できます

ので、大勢でも少人数でも比較的簡単に

観察を楽しむことができます。 

☆土星が見える 

今年の土星は、環
わ

を横から見た形状に

観察
かんさつ

されます。大きなはっきりとした環の存

在としては確認できません。 

かすかに見られる環を天体望遠鏡により

確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

土星の傾きによる環の見え方の変化（撮影：石川勝也） 

☆秋の星座 

８月に見られた夏の星座は、９月に入って

からも西の空に見ることができます。 

秋の星座は、東の空から昇ってきますの

で、夏の星座と併せて見ることができ、ふた

つの季節の星座を楽しむことができます。 

夏の星空の中に「夏の大三角」があった

ように秋の星座には「秋の四辺形」を見つ

けることができます。 

１等星はみなみのうお座のフォーマルハ

ウトひとつだけですが、澄んだ秋の空気の

中に星座早見盤などを活用して秋の星座

さがしを楽しみましょう。 
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